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Factors　 of　Thoracic　 Cage　 Deformity　 That　 Affect　 Pulmonary　 Function　 in　Adolescent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Idiopathic　 Thoracic　 Scohosis

　　　　　(思春期胸椎部特発性側蛮症において肺機能に影響を及ぼす胸郭変形因子について)

高　橋 世　賢

内容の要旨

　側袴症 に伴 う肺機能障害 は これ まで側毎度 と関迎 させて鵠 じられ

ることが一般的で あったが、側有症 は三次 元の変形 で あるため、側

育の程度 だけでな く、脊柱の回旋 変形やそれ に伴 って生 じる胸郭 全

体の変形 も含 めて肺機 能障害 との関連 を評価 す る必要が あ る。本 研

究 では、側弩症 の脊柱蛮形お よびそれに伴 って生 じる胸 郭変形 を形

成す る諦因子の うち、 どの因子 が肺 機龍障害 に最 も影 響 を与 えてい

るか を明 らかにす ることを 目的 とした。

　対 象は、単純X線 、モア レ画像 、胸郭CTお よび肺機 能検査 を行 づ

た思春期 特発性 側蛮症患者109例(平 均年 齢14.2歳)で 、全例右胸椎

カーブバ ター ン.側 晦度 平均37が で あった。脊柱 変形 に関 しては

側 弩度 と後蛮度 を、胸郭変 形に 関 して はモ ア レ画像 よ り　hllmp　sum

(HS)を 、各 権 体 高 位 のCt画 像 よ り両 肺 野 面 積 、椎 体 回旋 度

(RAsag)、 胸郭縦径 、　kyphosis・lordosis　index(KLi)お よびrib　hu血p

index(RHi)を 計測 したe

　 109例 中24例(22%)で%VCが80%未 満 に低下 して いた。80%未

満 の症例 をA群 、80%以 上 の症例 をB群 と定義 し、脊柱 変形 と胸郭変

形 を形成す る踏因 子について2つ の 群問で比較検 討 を行 った。両群

間におい て側 弩度、後奪度、HSお よびRHiに おい ては有意差 を認 め

なかったが、A群 の両肺 野面積 、胸郭縦 径お よびKI.iの 値は中下位胸

椎高位 でB群 のそれに比 し有意 に低 く、A群 の胸郭 はB群 に比べて体

積 が小 さく扁平 な形態 を呈 している ことが明 らか とな った。

　 次に肺機 能 と脊 柱 ・胸 郭変形因子間の検 肘 を行 った。%VCは 側育

度 と弱い相 関を認めたが、後湾度 、HSお よびRHiと の相 関は認 めな

かった。 また、%VCは 中下位 胸椎商位 の両肺野面積 、胸郭縦径お よ

びXUと は正 の相 関を示 し、中下位胸椎高位のRAsagと は負の相関 を

示 した。

　 最後に%VCに 最 も影響 を与え る因子 を特 定す るため、　T3か らT12

の各椎 体高位 別 に、ステ ップ ワイ ズ法 を用 いて 多変 量解 析 を行 っ

た。そ の結 果、相 関係数はT9高 位で最 も商値 を示 し、次がT8高 位 で

あった。T9高 位 の解析 では、　Steplの因子 と して胸 郭縦径 が、　step2の

因子 として両肺野面積 が抽 出 され 、T8高 位 の解析 では、　step　1の因子

として胸郭縦径が 、step2の因子 としてRAsagが 抽 出 され た。

　 以上の結果 よ り、側 育症患 者にお ける肺機 能障 害 と最 も密接 に関

連 している因子はT8、　T9高 位の脚 郭縦径 、両肺 野面積 、椎体回旋度

であるとの結陥 を得た。

論文審査の要旨

　側袴症 に伴 う肺 機億 障害 を評価す る場合 、側 弩症 は三次元 変形で

あ るため側湾 の程度 だけ でな く、胸郭 変形 も含 めて検 討す る必要が

あ る。本研 究 は側湾症 の脊柱 ・胸 郭変形 を形成 す る賭 因子の うち、

肺機 能障害 出現 に最 も影響す る因子 を明 らかにす る 目的 で、肺 機能

検査 を典施 した思春期 特発性 側袴症患者109例 の画像解析 を行 っ た。

脊柱 変形 は単純X線 よ り側湾度 と後 蛮度 を、胸郭 変形 はモ ア レ画像

よ りHump　 Sum(HS)と 、　CT画 像 よ り両 肺 野 面 積 、椎 体 回 旋 度

(RAsag)、 胸 郭 縦 径 、　Kyphosis・Lordosis　index(KLi)お よ びRib

Hump　 index(RHi)を 計測 した。109例 中24例(22%)で%VCが80%

未満 に低下 して いた。%VCが80%未 満 の症 例(A群)は80%以 上 の

症 例(B群)に 比 べ、中 下位胸 椎高 位 の両肺 野 面租 、胸郭 綻 径お よ

びK1」の 値が有 意 に低 く、A群 の胸 郭 はE群 に比べ て体積 が小 さ く扁

平 な形態 を呈 してい るこ とが明 らか となった。各 椎体高位別 に 多変

量解析 を行った結果 、%VCと の重相 関係数はT9高 位 で最 も高 く、次

がrs高 位 で あった。　T9高 位 では胸 郭縦径 と両肺野 面積 が、　T8高 位 で

は胸 郭鞭径 とRAsagが%VCに 影馨 を及 ぼす因子 と して選 出 され 、 こ

れ らの因子 が側湾症 患者 におけ る肺機 能障 害 と妓 も密接 に関迎 して

いるこ とが示唆 され た。

　審 査では 、まずモ ア レ画像 を用 いた側蛮 検診で どの程度 早期発見

が可能なの か について質 問が なされた。モ ア レ画像検 診で の陽性率

は3.4%で 、 二次検診 の低線 量X線 撮影 を行 った40%で 側蛮症 の診断

がな されて い ると回答 され た。 次に、rib　humpと%VCと の関係 につ

いて質問が な され た。rib　humpは%VCと 直接的 な相関関係 を見出す

こ とはで きなか ったが 、側 湾度、椎 体回旋 変形 と密接 に関連 してい

る。 そ して16歳 未 満 の手術症例 では側 弩度、椎 体回旋 変形お よびrib

humpの 矯 正に よ り%VCが 改善す るこ とが 明 らか とな ってお り、rib

humpは%VC低 下 に寄 与 す る重 要 な 因子 で あ る と回 答 され た。更

に、側 袴症 の手術適 応 にっい て賀 問 がな され た。 これ に対 して、手

術 は通常Cobb角50度 以上 が適応 と され るが 、肺機 能障害 を呈 してい

る症 例は50度 以 下で も考 慮 され るべ きで はない か との回答 がな され

た。 最後に、dynamicな 要索を考慮 した画像解析 を行 って、胸郭 の運

動 制限 を評 価す る必要が あ るのでは ないか との 指摘が な され た。 吸

気時 と呼気 時 に分 けて 画像解析 を進 めてい くこ とで、胸郭 の どの方

向の運動が 制限 されて い るのか を明 らか にす るこ とが今後 の課題 で

あ ると回答 された。

　以上のように、本研究は未だに検討されるべき点を残しているも
のの、T8・T9高位の胸郭縦径、両肺野面積、椎体回旋度が側酉症患

者のo/evcth少と最も関辿する因子として特定できた点で有意袈であ

ると評衝された。
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